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研究成果の概要（和文）：本研究は、講義に適応した項目で授業評価できるシステムの開発を目的とした。ま
ず、出題していない項目の回答結果を、出題した項目から推定できるモデルを構築した。モデルは授業評価項目
の抽象的な項目と具体的な項目間の関係性をベイジアンネットワークを用いて階層的に表現した「階層型アイテ
ムバンク」として構築した。そして、講義内容に適応した評価項目で授業評価を行うことができ、前回までに評
価得点の低かった項目については、その項目を細分化した下位レイヤの項目を選択して評価項目群を生成して評
価を行うことのできる授業評価支援システムを開発した。評価実験の結果、開発したシステムは授業の良い点の
把握に役立つと考えられた。

研究成果の概要（英文）：At present, all lectures are assessed uniformly using the same assessment 
items. This study aimed to develop a support system that enables lecture assessment using items 
relevant to individual lectures. We analyzed the relationships between abstract items and concrete 
lecture assessment items, developed a hierarchical item bank that was organized using a Bayesian 
network, and then developed a model that predicts answers to unused assessment items based on the 
answers to the assessment items used. For poorly scored items, the system generates sub items for 
assessment of the next lecture. Experimental implementation of the system indicated that the system 
is useful for identifying strengths in lectures and areas for improvement.

研究分野：教育工学

キーワード： 教授学習支援システム　ｅテスティング　アイテムバンク　授業評価　システム開発
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの多くの授業評価は、画一的かつ同一項目で実施されており、授業改善に役立つデータが十分に得られ
なかったという課題に対して、本研究は、講義内容に適応した授業評価ができるシステムの開発を目的とした。
方法論として、上位レイヤから下位レイヤの階層を持つアイテムバンクを構築することによって、前回講義まで
に評価得点の低かった項目については、その項目を細分化した下位レイヤの項目から評価項目を抽出できるよう
にしたこと、出題していない項目の結果を出題した項目から推定できるようにしたことが特徴である。画一的な
授業評価とは一線を画し、今後のFD研究の新しい展開に寄与し、大学の授業改善へ一石を投じるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 大学における授業評価の現状 
 大学の FD 活動の義務化に伴って、大学講義に関する「学
生による授業評価」の機会が増えており、かつ授業評価デー
タに対する学術的研究も進められるようになってきた。しか
し、そこで行われている授業評価は、学生に対して、学期末
にマークシート等（図１）の授業評価用紙を配布し、回収す
る方式が多い。そのため、授業評価項目は画一的であり、十
分に各講義を評価できていないという現状がある。講義を評
価する場合、その内容、進行度合いに応じて評価すべき観点
は異なるはずであり、画一的に各学期に一度のみ評価を収集
しても意義あるデータの取得は困難である。また学生の個人
内変動や集団内での個人の特性は考慮されていないため、評
価に客観性があるかどうかがわからないという問題もある。
つまり、これまでの授業評価は、大規模に実施され、時間やコ
ストをかけている割には、効果的な授業改善のためのデータ
となりにくいという問題点がある。 
(2) リアルタイム授業評価 
 一方、最近学生による授業評価として携帯端末等をレスポ
ンスアナライザとして用い、教室講義でもリアルタイムに授
業評価を行う工夫等が行われており、研究代表者も教室講義
の補習を主たる目的とした非同期型（VOD式）ｅラーニング
システム（教室講義をビデオ撮影したものを基本として各種
機能を付加したもの）を利用し、講義の進行に沿って、授業評
価できるシステムを開発してきた（図２）。しかしｅラーニン
グシステムを使わない授業評価としては、講義の途中、最後の
2回程度の授業評価（アンケート用紙使用）を実施している。 
(3) 評価項目 
 学生による授業評価において、研究代表者はこれまで、講義の時間軸に沿って（10 分ごと、
あるいは教員が指定した時間ごと等；指定に従って「授業評価送信」を促すメッセージが表示さ
れる）授業評価させるシステムを開発してきた。そこでは固定した評価項目（図２に示したシス
テムでは講義映像下部に 6 項目 5 段階で評価を入力する）を使用してきた。また、ベテラン教
員が若手教員の講義のピアレビューを行うシステムも開発してきたが、これも講義をビデオで
撮影し、その講義を視聴しながらの時間軸に沿って評価する方式であった。つまり、これまで開
発してきたシステムは講義をビデオ撮りすることが前提となっていたが、本研究ではこれをよ
り一般的汎用化して、教室講義での授業評価を適応型項目で行おうとした。 
 
２．研究の目的 
１．に述べたように、
授業評価は、ほとんど
の大学で実施されてい
るが、FDの一環として
十分に役立てられてい
ない。これを解決する
ために、本研究は、図３
に示すように、授業評価に
おいて、授業の内容に応じ
た評価項目を出題できるシステムを開発するが、学生や教員の負担を最小限にしつつ、授業の改
善に具体的に役立つ情報を教員個々にフィードバックできる授業改善支援システムを開発して、
実用に供することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 授業評価アンケートの実施状況の整理 
まず、高等教育機関で行なわれている FD活動（Faculty Development）の一環として行なわれ
ている、学生による授業評価アンケートの現状と課題について整理した。 
(2) 授業評価項目の要因分析に基づく階層型アイテムバンクの構築 
 授業評価アンケート項目間の関係性を要因分析の手法などで明らかにし、出題していない項
目の回答結果を推定できるモデルを構築する。授業評価には、満足度や理解度を問うような抽象
的な項目から、板書やノートテイキングについて問うような具体的な項目との関係性があるこ
とを仮定し、項目間の関係性を階層的に表現した「階層型アイテムバンク」を構築した。アイテ
ムバンクのモデルは、いずれの項目も入力・出力として扱うことができる確率的な推定モデルで
ある、ベイジアンネットワークにより構築する。そのためのデータ収集を行ない、項目間には互
いに推定できる関係性があるかどうかを分析した。 

図１ 授業評価アンケート用紙 

図２ 授業評価システム 

図３ 授業改善支援システム 



(3) 出題していない項目の推定と教員へのフィードバックができるシステムの開発 
 次に、提案した階層型アイテムバンクを用いた授業改善支援システムを開発し、現役教員に対
し評価実験を行なった。システムでは出題していない項目の推定結果と、授業改善に役立つ具体
的な項目に関する改善点をフィードバックできるようにした。 
(4) 適応的出題方法の開発 
 提案する適応的な項目出題方法は、期待されるネットワーク情報量が最大となる項目選択方
法を適用し、より多くの項目に影響を及ぼす項目を探索する方法を用いた。この探索方法は計算
量が膨大である課題があるが、階層型アイテムバンクが非循環構造になっている点に着目し、サ
ブグラフにより構造を切り分けながら項目を探索する方法論を用いた。さらに、授業の内容を反
映した項目出題を実現するため、授業のシラバスと、授業評価質問文の文章間の類似度を基に、
項目出題する方法を用いた。文章間の類似度を算出するにあたり、トピックモデル分析手法の一
つである LDA（Latent Dirichlet Allocation）を用い、シラバスに記載されている内容とよく似た項
目を算出する方法を適用した。 
(5) 授業に適応した項目を出題できるシステムの開発と評価 
 適応的な項目出題方法の有効性について検証するために、提案する適応的な項目出題方法を
用いた授業改善支援システムを開発し、教員に対し評価実験を行なった。 
 
４．研究成果 
(1) 授業評価アンケートの実施状況調査の結果 
さまざまな大学が公表している授業評価アンケート結果を調査した結果、授業評価は、ほとん
どの大学で実施されてはいるが、FDの一環として十分に役立てられていないことが確認された。 
(2) 出題していない項目の回答結果の推定モデル 
 最上位の評価項目を抽象的な項目とし、その下位に
はその抽象的項目を具体的にした項目があると仮定し
（図４）、階層型アイテムバンクと称することにした。
アイテムバンクのモデルは、ベイジアンネットワーク
により構築した（図５）。ベイジアンネットワークは、
事象間の関係性を確率的に表現した推定モデルで、全
てのノード（項目）を入力・出力として扱うことが可能
である。モデル構築のため、実際に紙媒体のアンケート
方式でさまざまな授業の授業評価を行って、データ収
集を行ない、項目間には互いに推定できる関係性があ
ることを示した。また、制約を設けた構造構築方法に
より、具体的な項目に関するフィードバックが可能か
つ推定精度が十分な構造を構築することができた。 
(3) 出題していない項目の推定と教員へのフィードバックができるシステムの開発 
 (2)に示したアイテム
バンクを持つ授業改善支
援システムを開発して
（図６、図７）、現役教員
に対し評価実験を行なっ
た。システムでは出題し
ていない項目の推定結果
と、授業改善に役立つ、
具体的な項目に関する改
善点をフィードバックで
きるようにした。評価実
験の結果、開発したシス
テムは、教員が授業の改
善点の把握ができ、授業
の改善方法立案に役立

図４ 階層型アイテムバンク 

図５ ベイジアンネットワークによる推定モデル 

図６ 授業改善支援システム概要 図７ 授業改善支援システムインタフェース 

図５ ベイジアンネットワークによる授業評価項目の推定モデル 



つことが示された。しかしながら、一方で、システムの実装では、出題する項目群は固定されて
おり、授業によっては出題する必要のない項目が出題される場合がある（例えば、パソコンのス
ライドなどを使って説明して、全く板書をしなかったにも関わらず、板書に関するコメントが出
てくるなど）ことが確認されたため、改良が必要なことが明らかになった。 
(4) 適応的出題方法の開発 
①適応的な項目出題方法には、期待されるネットワーク情報量が最大となる項目選択方法を
適用し、より多くの項目に影響を及ぼす項目を探索する方法を用いた。この探索方法は、ある項
目 y の結果が得られた場合に、項目 x における期待情報量を全項目について計算することにな
り、(探索項目数)×(項目の選択肢)であるから、計算量が膨大であるという課題があった。そこ
で、階層型アイテムバンクが非循環構造になっている点に着目し、サブグラフ（図８）により構
造を切り分けながら、最も多くの項目に影響
する項目を順次探索する方法論を用いた。サ
ブグラフに分けた後の構造で情報量を計算す
ることにより、計算時間の大幅な低減ができ
た。 
②さらに、授業の内容を反映した項目出題
を実現するため、授業のシラバスと、授業評価
質問文の文章間の類似度を算出し、項目出題
に用いることにした。文章間の類似度を算出
するにあたり、トピックモデル分析手法の一
つである LDA（Latent Dirichlet Allocation）を用
い、シラバスに記載されている内容とよく似
た項目を算出する方法を適用した（図９）。①
に述べた期待されるネットワーク情報量に対
し、シラバスと授業評価質問文の類似度を重
みとして計算することで、より多くの項目に
影響する項目かつ授業内容を反映した適応的
な項目が出題できることを示した。 
(5) 授業に適応的した項目を出題できるシス
テムの開発と評価 
 授業に適応した項目を出題できるシステム
は、具体的な項目にひもづいた改善方法を教
員にフィードバックできる（図 10、11）。 

 
 
このシステムの効果を検討するため
に、固定的な項目での出題方法の授業評
価システムと適応的な出題方法での授
業評価システムの 2 つのシステムを比
較することにした。現役大学教員に 7科目分の講義で利用してもらい、教員は授業評価結果と個
別のフィードバックを閲覧してもらった結果、自分の授業の良い点が多くわかるという点にお
いて、適応的出題の授業評価システムが支持された。 
現在のシステムは、全項目を自動で選択できるようにしているが、教員がどうしてもこの点に
ついて聞いておきたい、と考える項目を後から教員自身が簡単に変更できるような形をとれる
ようにすることが望ましい。さらに階層型アイテムバンクのデータ数を増やして、より精度を向
上させていく必要があると思われる。 

図８ サブグラフ 

図９ トピックモデルの適用方法 

図 10 改善方法フィードバック 

図 11 システムのインタフェース 
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